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研究成果の概要（和文）：卵巣明細胞腺癌における新規癌抑制遺伝子ARID1Aの、遺伝子増幅の頻度、臨床病理学的因子
との関連、予後、抗癌剤感受性について検討した。ARID1Aの遺伝子変異は高頻度(57％)に認められ、ARID1A発現消失は
臨床進行期III、IV期、腫瘍マーカーCA125値の高値と有意に正の相関を認めた。ARID1A発現消失は無増悪生存率の低下
と有意に相関したが、全生存率との有意な相関はみられなかった。またARID1Aの発現消失は有意に化学療法抵抗性と相
関した（P＝0.04）。以上のことからARID1Aの発現消失は卵巣癌明細胞腺癌の早期再発、抗癌剤耐性に関連し、有力な
バイオマーカーとなり得ると考えられた。

研究成果の概要（英文）：Recently, the ARID1A gene has been identified as a novel tumor suppressor in ovari
an clear cell carcinoma (OCCC). The current study was designed to evaluate whether ARID1A was a prognostic
 factor for progression, survival, and chemoresistance in OCCC. Loss of ARID1A expression was identified i
n 9 (15.0%) of 60 OCCC samples. Loss of ARID1A correlated with shorter progression-free survival (PFS) (P<
0.01) and tended to correlate with shorter overall survival in patients with OCCC treated with platinum-ba
sed chemotherapy. When data were stratified for the multivariate analysis, only the loss of ARID1A express
ion remained a significant predictor of reduced PFS (P=0.03). Tumors with loss of ARID1A were more likely 
to be chemoresistant than tumors with positive ARID1A (100.0 vs 40.0%, P=0.04). This study demonstrates th
at loss of ARID1A in OCCC is a negative prognostic factor in patients. Measurement of ARID1A expression ma
y be a method to predict resistance in patients with OCCC.
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１． 研究開始当初の背景 
本邦での卵巣癌における明細胞腺癌の発

生頻度は 24.8%であり、30 年間で約 5倍に増
加している。卵巣明細胞腺癌は白金製剤を主
体とする現在の化学療法に抵抗性で、極めて
予後不良であるが、その分子生物学的特徴は
ほとんど解明されていない。今後、治療成績
向上のためには、卵巣明細胞腺癌の分子生物
学的特徴を解明し、その特徴にターゲットを
絞った創薬が必要と考えられる。卵巣明細胞
腺癌における新規癌抑制遺伝子 ARID1A に焦
点を絞り、遺伝子増幅の頻度、臨床病理学的
因子との関連、予後、抗癌剤感受性について
検討してきた。 
 
２．研究の目的 
卵巣明細胞腺癌特有の癌抑制遺伝子として
ARID1A が報告されたが，臨床病理学的意義は
不明であった．今回，卵巣明細胞腺癌におけ
る新規癌抑制遺伝子 ARID1A の発現と臨床病
理学因子，予後との関連について検討し、バ
イオマーカーとなり得るかも視野に入れ検
討した。 
 
３．研究の方法 
(1)卵巣癌と ARID1A について 
60 例の卵巣明細胞腺癌症例において ARID1A
のタンパク質発現レベルを免疫染色法で検
討し，臨床病理学的因子との相関について検
討した．また予後との相関についても検討し
た。使用した卵巣癌組織は倫理委委員会の承
認のもと，患者の同意は取得されている．全
例術後に白金製剤主体の化学療法が施行さ
れている． 
 
(2)子宮頚癌と ARID1A について 
(1)と同様に 91 例の子宮頚癌症例において
ARID1A のタンパク質発現レベルを免疫染色
法で検討し，臨床病理学的因子、予後との相
関について検討した． 
 
(3)子宮体癌と ARID1A について 
(1)と同様に 111 例の子宮体癌症例において
ARID1A のタンパク質発現レベルを免疫染色
法で検討し，臨床病理学的因子、予後との相
関について検討した． 
 
(4)卵巣癌と PIK3CA について 
➀卵巣癌症例において PIK3CA 変異と臨床病
理学的因子、予後との相関について検討した。 
②細胞株を用い、卵巣明細胞腺癌における機
能解析を行なった。 
 
４．研究成果 
(1)卵巣癌組織型ごとのARID1A発現について 
明細胞腺癌では ARID1A のタンパク質発現

の消失は 15％（9/60）に認められた．漿液性
腺癌では 100％（17/17）で発現陽性であり，
明細胞腺癌において有意に発現消失率は高
かった（P＜0.01）．【表 1】 

 
 
 
 

 
表 1 

 
 
(2)卵巣明細胞腺癌におけるARID1A発現消失
と臨床病理学的因子の関連について 
ARID1Aの発現消失は臨床進行期III，IV期，
高 CA125 値と有意に正の相関を認めた．   
【表 2】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
表 2 
 
 
(3) 卵巣明細胞腺癌における ARID1A の発現
消失と予後の関連について 
ARID1A の発現消失は無増悪生存率の低下

と有意に相関していたが，全生存率との有意
な相関はみられなかった．多変量解析の結果，
無増悪生存率に関しては ARID1A の発現消失
は独立予後因子であった．【図 1a, 1b】 
【表 3】 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1a: ARID1A の発現消失は無増悪生存率

の低下と有意に相関した(P<0.01) 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
図 1b: ARID1A の発現消失と全生存率との

間に有意な相関はみられなかった。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
表 3: 多変量解析の結果，無増悪生存率に

関して ARID1A の発現消失は独立予後因子で
あった． 
 

 
(4)卵巣明細胞腺癌におけるARID1Aの発現消
失率と化学療法抵抗性について 
卵巣明細胞腺癌 60例中 14例に術後の評価

可能病変が存在し，ARID1A の発現消失率は
Responder で 0％（0/6），Non Responder は
50％（4/8）で有意に化学療法抵抗性と相関
した（P＝0.04）．【表 4】 
 
 
 
 

 
表 4:ARID1A の発現の消失は化学療法抵抗性
と有意に相関した（P＝0.04） 
 
 
(5) 子宮頚癌組織型ごとの ARID1A 発現につ
いて 
子宮頚部腺癌/子宮頚部腺扁平上皮癌で

ARID1Aの消失は31.1 % (14/45) に認められ、
子宮頚部扁平上皮癌の 6.5 % (3/46) と比較
し有意に高かった (p=0.0017) 。 
 
 
(6) 子宮頚部腺癌/子宮頚部腺扁平上皮癌に
おける ARID1A 発現消失と臨床病理学的因子
との相関、予後との相関について 
子宮頚部腺癌/子宮頚部腺扁平上皮癌にお

ける ARID1A の消失は FIGO 進行期、脈管侵襲、
リンパ節転移、年齢、Ki67 陽性などの臨床病
理学的因子との相関を認めなかった。 
また、全生存期間、無増悪生存期間とも相

関しなかった。 
 
 
(7) 子宮体癌における ARID1A 発現消失と、
臨床病理学的因子との相関、予後との相関に
ついて 
子宮体癌の 24 % (27/111) に ARID1A の消失
を認めたが、FIGO 進行期、グレード、筋層浸
潤、リンパ節転移、脈管侵襲、BMI、閉経の
有無、年齢、エストロゲンレセプター、プロ
ゲステロンレセプター陽性などの臨床病理
学的因子との相関は認めなかった。また PTEN、
p53、Her2，MLH1 の発現との相関は認めなか
った。全生存期間、無増悪生存期間とも相関
しなかった。 

 
 
(8) 卵巣癌組織型ごとの PIK3CA 変異につい
て  
卵巣明細胞腺癌で PIK3CA 変異は 28.6％

(16/56)にみられたが,卵巣漿液性腺癌では
15 例中 1例もみられなかった。 
 
 
(9)卵巣明細胞腺癌におけるPIK3CA変異と臨
床病理学的因子の関連について 
 卵巣明細胞腺癌において、54 歳以下で有意
にPIK3CAの変異を認めたが,それ以外の因子
（進行期、残存腫瘍の有無,子宮内膜症の有
無など）で有意差は認めなかった。【表 5】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
表 5: 54 歳以下で有意に PIK3CA の変異を認
めた（P＝0.042）がそれ以外の因子で有意差
を認めなかった。 



 
(10)卵巣明細胞腺癌における PIK3CA 変異と
予後の関連について 
PIK3CA 変異群では,全生存期間が有意に延
長した(p=0.0342)。【図 2a, 2b】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2a: PIK3CA 変異群で無増悪生存期間と

の間に有意な相関はみられなかった。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2b PIK3CA 変異群では全生存期間が有意

に延長した(p=0.0342)。 
 
 
(11)卵巣癌細胞株を用いた検討   
細胞株を用いた検討では,明細胞腺癌細胞

株 9 株中 3 株,漿液性腺癌細胞株 4 株中 1 株
にPIK3CA変異を認め,PI3Kの下流標的である
p-AKT と p-mTOR の発現がみられた【図 3】。 
PIK３CA 変異と PI3K/AKT/mTOR 系路の阻害

剤の感受性に相関はなく、この系路は他のシ
グナルによっても活性化される可能性が示
された。【図 4】 
以上の事から PIK3CA変異は,卵巣明細胞腺

癌 に お い て 予 後 良 好 の 指 標 と な る
が,PI3K/AKT/mTOR 阻害剤の有効性を判断す
るバイオマーカーにはなり得ない事が示唆
された。 
 

 

図3: 明細胞腺癌細胞株9株中3株,漿液性
腺癌細胞株 4 株中 1 株に PIK3CA 変異を認め
た。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 5: PIK３CA 変異と PI3K/AKT/mTOR 系路

の阻害剤の感受性に相関は認められなかっ
た。 
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